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著者らが~<キ (Camellia ja�onﾎca L.)の病害研究に苦手した動機といきさつはすでに前報(伊藤・

千奨・小野・ í~，収 1954) で述べたとおりである J その際，京京智伊豆七島利jJふiで，果実に発生して泊

量を激減させ， 11弘治 f-_大きな打撃を与えている重要病害のーっとして炭痘病についてー言ふれておいた

昭和 25 年 (1951 年〕には岩手県下で問ーの病害が大発生してし、ることを知り，主た昭和 28 年 (1953

年〉には神奈川県ドで本病の権病呆を採集した。

本病はひとり果実にだけ発生するものではなく，葉および若干骨にも普通に認められる。ところで，ヅパ

キの炭血病に関する従来の研究は内外ともに皆尽に近い。本報は果実の場合を中 L寸こして，主としてその

病原商の諸性質を調べた実験結果をとりまとめたもので，病疎学的および防除学〔治病学)的分野l士今後

の研究に浅されている。

著者らが本研究を行うにあたリ，終始御指導をいただいた当場保護部長今関ブて也氏，実験の一部にllilブ7

された 1111病研ー究室小林享犬氏，版図作i裂を援助された中川 l道夫氏に深く誘mを表するとともに，利よ~j1'、j の

実地調査に案内の労をとられた東京都総務局材、務ぷ技師小林安茂氏，大針;ë;'(庁林務課技師大石栄太郎氏，

利島木村村長十毎日1~治吉氏，岩手県下の本病被害状況について御通知をいただき，なお標本を恵与された岩

手県林業試験場後師桃山八r.:r氏，および実検用果実の入手にあたって街配慮をいただいた藤沢市観光課長

(当時〕長谷川欽一氏，同市遊行寺住職(当時)飯田良伝氏，当場高萩試検地主任佐!漆校之氏，当場伸長

雨jミ氏，野原ifj太氏，小山良之助氏らの御好意に対してもまた心カ h ら御礼を述べさせていただきたい。

病徴

果実は 6 ， 7 月ごろその外表に控室紫褐色~黒色の病ま涯を形成し，これはしだいに拡大してゆき，湿気の

多い場合には菌糸および淡鮭肉色粘塊状に胞子を多量に生成するごこのため病呆はあまり大きくならず，

全面にわたって黒斐し，種子は登熟せずに中空になるつ病斑形成後しばらくして落下する場合と，長い間

枝に付着したままさイライヒすることがある (Plate 1, A) 0 

葉では周縁部から発病する場合が多く，初め淡禄色のやや乾枯した病斑をつくる二これが後に赤褐色~

y，局色となり， さらに灰色に斐じ，病斑の周縁(土踏褐色を宿ひ、てやや!姦起し，健全部と明瞭な境界をつく
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り，病Jj.\Iの Jm問 l 土かなり広範囲にわたって黄色に槌色し，ついで主主褐色になる;府知:の表面には後に黒色

の小粒点、が多数形成され，なお同心輸紋を生ずる。病斑の大きさは一定せず，住々にしてほとんど全奨を

占めることがある (Plate 2, A , B , C, D) 

若11~もまた時として挺病し，黒福色に安色して，この部分が枯死し，病流部以上は萎凋ずる場合がある

(Plate 2, E) 

病原菌の分離

県安した病果には伏在c病菌のほか ， Cercos戸ora Sp.*l および Phoma sp.判が詐められるが，ここでは

炭但病菌についてだけ述べる

摺病果の内部に炭痘病菌が蔓延分布しているもた必を知lるため，昭和 26 年(195J 年) 9 月 6 日禾IJ島村で

採集された材籾について，同年 9 月l.l日に分離実験を斤った すなわち，病果の果皮外部，同内部およ

び種子の各部分から組織のノj、片を取り出し，これを周平J(ýlを主1:上tこおし、て ， 1於痘病箇の出頭の有無を検し

たυ

Table 1. ツバキば病呆各部からの病原菌の分隊

Frequency of appearaロce of the fungus from various p<.>.rts of the diseased 

camellia fruits. 

病呆
Part o:f diseaseヨ fruit

来:皮外 fjjj !牙~ f!:' 内部 l 種子

イj~ 試 iíilB片数
Number of pieces tested 

Outer part of pericarp Inne了 pû.了t of pericarp Seed 

15 1J 15 

病原菌!J?育前H J"i 数
Number of pieces grown the fungus 

13 7 

菌;þ'~、
Isolat号

C-'I' 

C-T 

C-}' 

Table 2. ツバキ憶病果カ i ら分離した供試!災直病菌のマl~録

Data of isol旦tes of the fungus from dis田sed fruits of C. ja�onica. 

ま表 築 士山
Localitv 

東京/'i[:伊豆ー七Nij'fIJ品不I
Toshima Island , Tokyo 

岩手県凶気(r[l ':ftß越喜主lミトj
Koshikigi , Iwate 

神奈川果藤沢市
Fujisawa, Kanagawa 

j采集年月日
Date of collection 

分離年月日
Date of isolation 

Oct., 1950 Feb. 17 , 1951 

Feb. 2 , 1951 Feb. 17 , 1951 

July, 1953 July 22 , 1953 

，ド l 利島村産の擢病果実では炭痘病菌よりもむしろ多く認められ，これが最大の被害をおよぼし，その

病原性も強いもののようである c 病呆表面にやや突出した者妥結な黒粒点が多数形成され，肉12的には

煤状物が付着しているように見えるつこれは本菌の子実体である一本菌の性状については後日の報告

にゆずる (Plate 1, E; Plate 4, D , E , F)c 

*ヨ 利島産およひ、岩手県産の罷病果に認められたが ， Cercospora sp.，炭痘病菌に比して出現頻度は少

ないc
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この実験結果を示せば Table 1 のとおりで，果皮の部分のみならず，種子の内部にまで炭痘病菌が侵

入していることが明らカ。がある c

つぎに本研究に使用した炭痘病菌菌株の記録を Table 2 にかかげておくこすなわち，利島産，岩手県

産および藤沢市産の 3 歯科tで，これらはし、ずれも著者らが分離したものである r

病原性

分離した炭痘病菌の病原性を確かめ， なお病状経過をみるため接種試験を行った{供試菌は Isolate

C-~' を主と L と用いたが，なお Isolate C-l および C-l' についても行い，接種の時期と方法をいろいろ

かえてツバキの果実および奨にそれぞれ接種した。なお，'Yバキに近縁なサザンクワ (Cm河ellia sasanqua 

THUNB_) と F ヤ (Thea sinensis L) についても回数は少ないが同様に実施L たど

L ツパキの果実に対する接種試験

ツバキの果実に対しては昭和 26 年 (1951 年〕虫、ら同 28 年 (1953 年)の聞に 9 固にわたる実験を行っ

たτ つぎにはそれらのうち 7 固について述べる J

実験-1..

(1) 実験材料および方法供弐果実は昭和 26 年 6 月 23 日に茨城県中郷村で採集し，無傷のものを選び

翌 24 日実験に背手したこ 供言語(Jさは Isolat吉 C-'j'と C-r の 2 菌検であるつ表面を 80% アルゴール，

0.1% 昇京水および殺菌蒸部水で処理した果実を， i庖紙および殺菌水を含んだIJl~ß訴自で湿室とした大型

Petri 皿の中に，ガラス;jン Yで固定する 果実の表面に殺菌三角万でX字型にi~をつけた区(有傷区)

主傷をつけない区(，11正俗区)の 2 区を設け，馬鈴薯9堅実に培養ーした菌叢の小片を接着させ， n\色ペルジヤ

をかぶせて室内に一郎世Ltニーなお，対照区は菌糸の全くない馬鈴薯寒天を用いたほかは接種区と同ーの取

り扱いをしだ「

供試菌
Fungus 

C-'l' ネ 1

C-r*� 

対照
Check 

Table 3. ヅパキの果実に対する接種試験-1

Inoculation experirnent with the fungus to fruits of C_ ja抑制;ca-l.

処置
1、reatrnent

M: 傷
Unwounded 

1':î 傷
Wounded 

Jr!li傷
Unwounded 
有傷
Wounded 

無傷
Unwounded 
有傷
vVcunded 

(June 24~July 4 , 1951) 

供試来実数 擢病果実数
Nurnber of fruits inoculated Nu,nber of fruits diseased 

6 ~ 

6 6':' 

6 4ホ

6 6.ネ

4 0 

4 0 

Not巴*... .Cむ口idi ;:o_ were produced. 

制 C-'c. . . . The fungus isolated from diseased cam巴 llia fruits collected in Toshima Island, 

To!,yo. 

判 C-I，.. .Tトe fungus isolated from diseased camelli<� fruits collected in Iwate Prefecture. 
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(2) 実験結果 10 日後 (6 月 24 日 ~7 月 4 日)の結果を示せば Table 3 のとおりで，すなわち木表

から明らかなように有傷区，無傷区ともに発病して病斑部には分生胞子を形成し，なお，供試商問の差は

ほとんど認められない (Phte 1 , B) 。

実験-2.

(1) 実験材料および方法供試果実は昭和 26 年 7 月 16 日藤沢市で採集したもので，実i致方法は上と同

ーである。本実験では C-'l'をHh 、た

(2) 実験結果 6 日後 (7 月 17 日~同 23 日)の結果は Table 4 のとおりで，有傷区，無傷区とも発

病したが，しかし，本実験では無傷区の発病果実数は有傷区に比べてはなはだしく少ないー

Table 4. ツペキの果実に対する接種試験ー2.

Inoculation experiment with the fungus to fruits of C. japonica-2. 

(]uly 17~23 ， 1951) 

供 i試菌
Fungus 

処 詑 J 供試果実数|催病果実数
Tr白tment i Number of fruits inoculated Number of fruits diseased 

C-'I' 

3rrJ、傷
Unwounded 
有傷
Wounded 

対傷
対照 Unwouロded
Check 右傷

'Wcunde正

9 

9 9 

2 。

2 。

T旦ble 5. ヲパキの果実に対する接種前主主-3.

Inoculation experiment with the fuロgus to fruits of C. japonica-3. 

(July 10~18 ， July 10~28 ， 1952) 

供試娘数
供試菌|処 置 Number

催病果実数
Number of fruits diseased 

Fungus Treatment of fruits -f;a: """ 0 r , ";, 
l limculated 接種目日後 | 接種目日後

H.V~U'U'~U 8 days after inoculation I 18 days after inoculation 

l 有傷ー1 0 

Wounded-l 
C.'l'有傷--2

1W叩nded---2
無傷

9 

C-r 

対照
Check 

Unwou口ded
9 

有傷ー1 9 
Woundedー l
有傷-2 口 l 

Wounde::l-2 ノ

;無傷
Unwounded 

有傷 I
Wou口ded-I
有傷-2
Wounded-2 
無傷
Unwounde司

9 

6 

6 

6 

Notes; Wounded-l.... By knife in X shape, 

Wounded-2... .By needle in hol巴.

9 

5 

。

9 

5 

3 

。

。

。

* .. . . . _ . . . _ . . . . Conidial production, prξsent. 

。

b 

Cノ ネ

、ケJ末

6 

。

。

U 
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実験~3.

(1) 実験材料およ♂方法昭和 27 年 (1952 年) 7 月 9 日藤沢市で採集した果実を使用したむ実験方法

は上と同・であるが，果実に対する付傷は，メスによる X字型傷と針による穿孔傷の二っとし，また供試

菌は C-'r と C-r の 2 菌株である。

(2.)実験結果按種 8 日後 (7 月 10 日~問 18 日)および 18 日後 (7 月 10 日~同 28 日)の結果を示

せば Table 5 のとおりで，有傷区，無傷区とも発病したが，有傷区では無傷区に比べてやや多く，また

X字型付傷の場合には穿孔傷よりも発病割合が多い。

実験-4.

(1) 実験材料および方法昭和 27 年 7 月 31 日に藤沢市で採集した果実を使用し，有傷区はメスでX字

型付傷したほか，上と同ーの方法によった。供試菌は C-'l' と C-r の 2 菌株である{

(2.) 実験結果 13 日後 (8 月 1 日~同 14 日)の結果は Table 6 のとおりで，有傷区の病斑形成数l主

主~、傷区のそれに比べていちじるしく多い

{共試菌
Funglls 

C-'I' 

C-r 

対照
Check 

実敬一5.

Table 6. ツバキの果実に対する接種試験-4.

Inoclllation experiment with the fungus to fruits of C_ ja�onica-4. 

処置
Treatment 

有傷
Wounded 
j尽{努
Unwounded 

有傷
Wounded 
無傷
Unwounded 

有{努
Wounded 
無傷
Unwounded 

(A唱. 1 ~14. 1952) 

J 接種個所数
1 Nllmb巴r of inoculation tested 

18 

18 

18 

18 

9 

9 

形成病斑数
Number of lesions formed 

9 

16 

。

。

。

(1) 実吠材料および方法昭和 28 年 6 月 4 日時岡県伊豆地方で採集した果実を使用した。実験方法は

上と同一であるが，果実に対する付傷はつぎの 3 区としたc 何) :焼傷. (b) メスによる X字型傷， い)針

による穿孔傷u なお供試菌は C-'l' である

(2.)実験結果 8 日後 (6 月 6 日~同 14 臼)の結果を示せば Table 7 のとおりで，有傷区にだけ発

病が認められ，無傷区では病斑の形成は全くなく， また付傷の方法による発病の差はほとんど認められ

T工L 、。

実験-6.

(1) 実験材料および方法昭和 28年 6 月 16 日に藤沢市で採集した果実を使用し，方法および供試菌は

上と同ーとしたご

(2) 実験結果 7 日後 (6 月 17 日~同 24 日)の結果は Table 8 にかかげるとおりで，有傷区は全部

発病したが，無傷区では病斑形成が皆無で、あった。
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イ共試菌
Fungus 

C.'l' 

対照
Check 
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Table 7. ツバキの果実に対する後種試!]1ît-5.

Inoculation experiment with the fungus to fruits of C. jaρonica-5. 

(June 5~14 ， 1953) 

6111 tlè 供試来実数|隈病果実数
Treatment I Number of fruits inoculated I Nlll由er of fruits dis臼sed

d
 

司

1
2
1

傷
川
」
←
→
←
傷
伽

n
v包
切
e

託
濁
e
m

F
F

噌

d
L
t
b
l
A叫
引

d
n
u

。

E

u

u

w

 

焼
防
有
仇
有
恥
無
恥

4 'ち
ん

4 υ 

4 句、

u 

4 。

力I 傷
Burned wound 
有傷ーl
Woundedーl
有傷-2
Wounded-2 
JW，傷
Unwounded 

2 0 

0 2 

2 0 

0 2 

Notes: Wounded-l....By knife in X shape, 

Wounded-2... .By needle in hole. 

供試菌
Fungus 

C.'l' 

対照
Check 

Table 8. ツベキの果実に対する接種試験-5.

Inoculation experiment with the fungus to fruits of C. jalりonica-6.

(June 17~24 ， 1953) 

処 i花|供試果実数 iril\ 病果実数
Treatme口t Number of fruits I蹴ufated Nu凶er of fruits diseased 

地{易
Burned wound 
有傷ー1
Wounded-l 
有傷-2
Wounded.-2 
無傷
Unwounded 

4 4 

4 4 

4 。

り'{'_ f~ 
Burned wound 
有傷ーl
Wounded-ー l
有傷ー2
Wounded-2 
;1~ f易
Unwounded 

4 。

4 。

4 。

4 円

Notes: Wounded-l... .By knife in X shape, 

Wounded-2... .By needle in hole. 

実験ー7.

(1) 実験材料および方法昭和 28年 8 月 24 日，東京都下多摩御陵内で採集した果実を使用した二付傷

は焼傷とメスによる X字型傷とし，また供試菌は C.'l' , C.r および C.F の 3 菌株としたこ

(2) 実験結果 10 日後 (8 月 25 日 ~9 月 4 日〕の結果を示せば Table 9 のとおりで，有傷区では発

病したが無傷区では病斑の形成は全くおこらず，また発病程度は各供試菌株間にほとんど差が認められな
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Table 9. ヅバキの果実に対する接種試験ー7.

Inoculation experiment with the fungus to fruits of C. ja�onica-7. 

(Aug. 25~Sept. 4 , 1953) 

供試菌
Fungus 

処 置 l 供試果実数 擢病果実数
Treatment I Number of fruits inoculated Number of fruits diseased 

C-'l' 

C-r 

C.}'ネ 1

力t 傷
Burned wound 
有傷
Wounded 
無傷
Unwounded 

f立傷
Burned wound 
有傷
Wouロded

Jg~ 傷
Unwounded 

地傷
Burned wound 
有傷
Wounded 
Jm・傷
Unwounded 

仇傷
Burned wound 

対照;有傷
Check Wounded 

かった

)!正傷
Unwounded 

9 8 

9 ヲ

9 。

9 6 

9 4 

9 。

9 6 

守 9 

9 。

9 0 

9 0 

9 0 

実設 1~7 において，いずれも病斑部から菌の再分離を行い供試菌と同一であることを確四百したコ

果実に}(;j"する 7 回の接種試験結果をみると，千世〈まi\"@iはすべて病原性を有していることが明らかで，果実

に付傷した場合はきわめて顕一審に病斑を形成するつしカ >L ，無傷采では発病する場合と然らざる場合があ

り，この原因の詳l聞か、まだ不明であるが，果実が幼若な時代には無傷采;こも病原菌が侵入するのではな

いかと考えられる J

2. サザンクワの果実に対する接種試験

(1) 実験材料および方法昭和 27 年 7 月 31 日，藤沢市で採集した果実を使111 し，ツバキの場合と同ー

の実験方法により，またイJ~試菌は C-T を用いた。

(2) 実験結果 14 日後 (8 月 1 日~同 15 日)の結果を示せば Tabl巴 10 のとおりで，すなわち，有傷

区では発病してツバキの場合に類似した病涯を形成したが，無傷区では全く病原性をあらわさなかった。

3. ツバキの薬に対する接種試験

Yバキの葉に対しては 7 回の援種試検を行い，ほぽ同ーの結果をえたニつぎにはそれらのうち 4 問につ

いてだけ述べる。

ネ C-F.. . .The fungus isolated from diseased camellia fruits collected at Fujisawa, 
Kanagawa Prefecture. 
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Table 10. サザンクワの朱実に対する接種間放

Inoculation experinient with the fungus to fruits of C. sasanqzω. 

(Aug. 1~15 ， 1952) 

供試菌
Fungus 

処 置|イ'JI~ 試果実数，)程病果実数
Treatment ! Number of fruits inoculated! Number of fruits diseased 

C ‘ T 

対照
Check 

実験-J..

有1ベTounde傷d 

UjRnwound傷ed 

有 i~言
Wounded 

U無nwound傷ed 

9 5 

9 。

9 。

9 。

(1) 実験材料および方法 CLIX引以& MCCOIDITCK 法 (1924) に準じ， Petri 皿内にツバキの成奨

を入れ湿室に保って接種を行ったJ これには無傷のまま接種した区と付傷区(条傷および焼傷〕を設け，

供試菌は C"I' を j日し、た

(2) 実談結果 25つC ， 5 日後 (5 月 27 日 ~6 月lf:l)の結果を示せば Table 11 のとおりで，すなわ

ち，有傷区では病慌が形成されたが無傷区では病f!2がおこらなかった

実験-2.

(1) 実験材料および方注 上と同ーであるが，付傷はつぎの 4 通りとした (乱)嘆の表面力、ら針で擦傷

を与えたもの， (b) 誕の主連iliîから針で爆傷を与えたもの， (c) 針で穿孔俗をつけたもの， (d) 焼傷を与え

たものC なお，イj1，試菌は C" l'と L たー

Table n. ツバキの奨に対する

接種内総-1.

Inoculation experiment with 

the fungus to leaves of C. 

Ja戸onica-l，

(by Petri dish method , 
May 27~June 1 , 1953). 

。尉菌| 処 院 1 巧濯拶成
Fungus l Treatmentsu日1?

C.'r 

Burjn党Ed wfo勾und 

1有V'lound傷巴d

U無nwour傷led 

焼傷 l
i Burned wound I 

対照有傷 l
Check I Wounded 

|無傷 1
Unwou日ded

rorm3.tloロ

+ 

..L 

Table 12. ヅバキの奨に刻する接種試験-2.

Inoculation experiment with the fungus 

to leaves of C. japonica-2. 

(by Petri dish metho::l, July 10~20 ， 1953). 

病斑形成
供試菌 l 処 置 T .a，，"~n..、
Fungus Treatment fo;;;;~ti';n 

無傷
Unwounded 

表面より付傷
I Wounded form upper surface 

C-'i' 裏面より付傷
W ounded from lower surface 
穿孔傷

Wounded by needle 
:夜傷
Burned wouロd

Unw叩nded

I Wounded from upper surface 
対照 I Wounded from Iower surface Check I "VU'"~~~ uvu.  "V"~" UU""~~~ i lMd…le 

Burned wound 

+ 

+ 

+ 

十
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(2) 実験出来 10 日後 (7 月 10 日~同 20 日〕の結果は Table 12 にかかげるとおりで，すなわち付

傷区では病斑が形成されたが，無傷区では全く認められなかった (Plate 3, A , B , C, D)c 

実験ー3.

(1) 実験材料および方法鉢l直した掃木古および 2 年生実生苗(利島産種子〕に対して，上と同ーの付

傷を行い，按種後(土 24 時間黒色ベノレジヤをかぶせた。供試菌l土 C.T である。

(2) 実験結果 J.O 日後 (7 月 10 日~同 20 日)の結果を Table 13 に示す。

Table 13. ツバキの葉に対する接種試験-3.

Inoculation experirnent with the fungus to leaves of C. ja_ρonica-3. 

(Cuttings and 2.year.old see::llings, July 1O~20 ， 1953) 

供試菌
Fungus 

C.'l' 

対照
Check 

処置
Treatrnent 

無傷
Unwounded 

表面より付傷
Wounded frorn upper surface 
裏面より付傷

Wounded from lower surface 
穿子L 傷
Wounded by needle 
焼傷
Burned wound 

Unwounded 

Wounded frorn upper surface 

Wounded from lower surface 

Wounded by needle 

Burned wound 

Note: ネ・・目.落葉す(defoliated) 

病斑形成
Lesion forrnation 

挿木苗|実生前
Cutting Seedling 

+* +* 

+ネ+*

十* +現

+ネ+

Table 13 から明らかなように傷痩接種を庁ったものではいずれも発病したが，無傷接種では全くこれ

が認められず，主たJ草木苗と実生苗間での差はほとんどないc ただし，接種奨の中には型的な病関:が発達

する前に落奨し，落現;上で分生胞子を形成するものもあった乙

実験-4.

(1) 実験材料および方法供試苗木は上と同じく挿木苗および 2 年生実生首とし， C引 C-F の 2 菌株

を)fjい，同ーの接種方法によったの

(2) 実験結果 5 日後 (8 月 12 日~同 17 日)の結果は Table J.4 に示すとおりで，すなわち付傷接種

区にだけ病斑の形成が認められた。

実験 1~4 のいずれの場合も接種によって形成された病斑から病原菌の再分離を行い接種源と同一であ

るこ主を確認した z

以上葉に対する 4 回の接種試験結果は，成美においては傷廃接種の場合にだけ発病し，無傷接種では病

斑の形成はおこらず，また，供試菌株間に病原性の顕著な差は認められなかった。

4. チヤの葉に対する接種試験

γ バキと分類学上近縁のチヤにつき， γ バキからの炭痘病菌を接種し，これに対する病原牲を調べた。
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Table 14. ツバキの奨に対・する接種試験-4.

Inoculation experiment with the fungus to leaves of C. japo叫ica-4.

供試菌
Fuロgus

C.T 

C.p 

対照
Check 

(Cuttings and 2.year.old sεedlings ， Aug. 12~17 ， 1953) 

| 病斑形成

(処置|出 Lesion formation 

|Treatment  

無傷
Unwounded 

表面より付傷
Wounded from upper surface 
裏面より付傷

vVounded from lower surface 
穿孔傷

、i\1ounded by needle 
悦傷
Burned wound 

Unwounded 
W ounded from upper surface 
Wounded from lower surface 

Wounded by needle 
Burned wound 

Unwounded 
Wounded from upper surface 
Wounded from lower surface 

W ounded by nee::lle 
Burned wound 

猪木苗
Cutting 

十

+ 

+ 

土

実生苗
Seedling 

+ 

十

+ 

土

+ 
+ 
土
」一

Note: 土. . . . Lesion is indistinct. 

{共試菌
Fungus 

C.T 

C.p 

対照
Check 

Table 15. チヤの葉に対する接種試験

Inoculation experiment with the fungus to leaves of Th印 sinensis.

処置
Treatment 

無傷
Unwounded 

ぎをiITi より付傷
Wounded fr0111 upper surface 
哀 ffii より付傷

Wounded from lower surface 
穿孔傷
Wound巴d by needle 
焼傷
Burned woun辻

Unwou叫eゴ
lwomded from up附 surface

Wounded from lower surface 
lwmnded  by me仙

Burned wound 

U口wo旧nded
Wounded from Upp邑r surface 
Wounded from lower surface 

Wounded by needle 
Burned wound 

病斑形成
Lesion formation 

Experiment一一 1 Experiment-2 
(July 1O~20 '53) i (Aug. 12~17 '53) 

4 + 

+ + 

+ + 

+ 十

十
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(1) 実喰材料および方法 チヤの鉢~r~:首を使用し，ツパキの業に対して行った実験-3 と同様の方法を

探jはしたっ供試菌は C-~~ および C-F の 2 菌株としたコ

(2) 実験結果 2 [iIJの実験結果を示せば Table 15 のとおりで，チヤに対しでも病原性を現わしたη た

だし，ヴバキの場合と問機，無傷接種では病斑の形成は全く認められなかった

ツバキ果実の炭庖病菌を人工按種試験によって調べた結果，これはツ 2ごキ果実および実に対して顕著な

病原性を示すのみならず，サザングワ果実，チヤの奨に対しても炭痘病をおこすことが明らかであるとそ

してまた，採集地を異にする供試 3 菌株聞には病原性にL 、ちじるしい差は認められない一

形態および分類

1_ 形態

(1) 不完全時代

ツバキ果実の!夫痘病菌は分生子堆に剛毛をともない，型的な Colletotrichum 属の特徴を有するコ供試

3 菌株の分生胞子の形状，大さは Text-fig_ 1 および Table 16 に示すとおりで，これらの間にL 、ちじ

るしい差は認めがたいっ

測定II~子数
供試商 I Number cf 
Fungus conidia 

measured 

C-'l' 100 

C・1 100 

C-F 100 

(2) 完全時代

Table 16_ 病原菌の分生胞子の大さ

Dimension cf conidia of the fungus_ 

長さ| 幅
Length (μ) Width (μ〉

i 基質
I ~~ .." I ~ ". Sub3trョtum

範図|平均|範問|平均!
Range I Ave時ed Range I Averaged I 

12~22 16.3 5~7 6.1 接種病来
lnoculated fruit 

11~20 16.4 4~6 4_8 接種病葉
lnoculated leaf 

12~18 l 己 .1 4~7 5.3 馬鈴薯寒天
Potato agar 

目然の躍;病巣および催病奨にも本商の完全時代と息、われる子~~;i荷がしばしば認められるが，緩種試鉄に

よってこの関イ系を確かめた。

(品)果実上の完全時代 RH和 26 年 6 R 24 日 ， C- 'l', C-r の 2 菌株をツバキの果実に接種してその後の

遜過をみるに，がJ 10 日後には子翠君主初期のものが形成され，接種後 25 日には成熟した子褒が認められ

た (Plate 1, C , D)c 

(b) 葉上の完全時代昭和 28 年 9 月 15 日 iこ C-'f ， C-r および C-F の 3 菌株をそれぞれツバキの葉に

接種した結果は，約 1 カ月後に完熟した子嚢設の形成をみ，主た，供試 3 菌間に形主主上の差はほとんど認

められなカ aった。

形状，大さは Table 17 , Text-fig. 2 , Plate 4 , A~C に示すとおりである

2. 分類

ツバキの果実を侵す炭痘病菌について述べた主事は，著者らが至れまで、調べた文献に認する限り全く見
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Text-fig_ L Conidia of the anthracnose fungus of camellia fruits. 

(ツバキ果実の炭痘病菌の分生胞子〕

A , C-'l' (collected in Toshima IsIand); B, C-r (collected in Iwate Pref.); 

C, C.p (collected at Fujisawa, Kanagawa Pref.); D , germinating conidia 

showing appressoria formatioロ. (附着器形成〉

出すニとができない ただ，ツバキの葉に寄生する菌として ， Colletotrichum Camelliae MA88EE があ

げられているだけである(原 1954) 。

Colletolrichun7 Camelliae はセイロンで発見され，チヤの Brown blight をおこす菌として MA8SEE

(1899) こよって命名されたものである (SAGCAIWO J.902 , PE'l'CH J.923) 。

チヤに寄生寸る Colletotrichum あるいは Gloeos þorium として，上のほか Colletotrichum Carveri 

ELL. et Ev. , Gloeos戸orium Theae Znm. (1904) および Gloeoslうorium Tli即日e'sinensis MIYAKE 

(MrY,\JG<: 1907') が記設されている c そして， G. Theae-sinensis は他の菌にくらべて分生胞子カ丸、ちじ

るしくノj、さいので明らかにこれらと区別されるが， C. Camelliae , C. Carveri および G. Theae の三者
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C 

10# 

Text-fig. 2. Ascigerous stage of the anthracnose fungus of camellia frults. 

(ヲパキ果実の炭痘病菌の安全時代)

A, Perithecium containing asci and ascospores (子嚢設) ; 

B, asci and aョcospores (C-T, Toshima Island) (子嚢および子嚢抱子) ; 

C, asci and ascospores (C-F, Fujisawa City) (同上). 
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Table 17. 接種試験によってツパキの葉に形成された病原区!の完全時代の大さ

Dimension of ascus and ascospore of the fungus produced on 

leaves of C. _ialりonica by artificial inoclllation. 

菌
su

 

試
叫

七
、
F

長さ
Length (μ〕

中高
Width (/L) 

範囲
Range 

平均
Averaged 

筋四
H.8.ng告

平均
Averaged 

子嚢 i c-T1 
As:::us C.p 

子部胞子 C働T
Ascospor号 C.F

1O~13 

1l ~12 

12 

11 

14.6 3.8~6.4 

3.8~5 

5 

4.4 14 

の聞には形態上の差ほほとんど認められないので，同一商だと考えられる (PlèTCH 1923)c 

著者らのツパキ果実の Colletotrichum 閣は形態的に C. Camelliae とほとんど差を認めがた\，.. \*l

(SACCλlWO 1902，沢田 1915 ， Pl';<i'CH 1923，原 1932).

チヤに寄生する子襲菌の一種として Sþhaerella Camelliae COOKE とし、うのがある 2 これは 1872 年，

COOl山によって記載されたものであるが，後に， BEHLE,'E & VOGLT:K()によって Laestadia Cal1舘lliae

(Coけ Iむつ BEItL. et VOG. とされTこO

1900 年 RAOIEOH:;;KI はジヤパでチヤに Laestadia Theae という凶を発見し ， Colletctrichum 

Camclliae IVLlsp. の完全n，)Î'代だろうとした 後にこれは BEI:丸山D (1S07) によって Guignardia Theae 

(RAOII3.) BEH:KARD と松民された。 ZnrMEHMA:KN (1902) は Guignardia Theae は S戸haerella

Can昭lliae と同一菌らしいと述べたが， BU'1' LEr:.と PE'1'OH は Type specimen を比較して両者の同ー

であることを報じた (PE'rCII 1923) む

著者らがツバキの果実力、ら分離した Colletctrichum 菌を，同じくツバキの果実および薬‘こ接種してえ

た完全時代の形主主はチヤの葉に記載されているものにきわめて近似である。その測定値を示せば Table

17 のとおりで， これは Sþh出向lla Camelliae COOKE, Laestadia Theae RAOIB. , Guignardia Theae 

(RAl:In.) BERSAHD および G. Camelliae (COOKE) BU'1'Td，;r: とそれぞれ記載されている測定値にはな

はだ近い〔沢田 J.915 , 1919, PE'l"GH J.923 ，原 1932)

一万，接種試験の結果，ツパキの商はチヤに対しても lリj らかに病原性のあることから，著者らの菌はチ

ヤに Bmwn blight あるいは Copper blight をおこす菌と同ーとみなしへこれに Guignardia Camelliae 

(COOKE) Bt"TLEl<をあてておくことにする c

すでに ， Sþhaerella は藻類に，また Laestadia は菊科植物に，それそ'h同名の院があるのでこれらを

使用することをさけるとし寸通説に従い，以上述べた菌名を整理すると次のようになるぐ

ホi 永[I'! (1953) の最近の報告によれば，分生胞子の大さは 3.5~5.0X )..2~2.5μ となっていて，

いちじるしく小さいここの測定値は Gloecsþcr.:um Theae.sinensis の大さに一致する。

判 沢m (1915 , 1919) は Colletotrichu1'Il Camelliae MAFS. によるチヤの;~iT1惇に対して葉枯病，

Guig仰打tia Theoﾆ (RAUIH.) B1èl1.NAr:,D と同定した菌によるものをl央政;p~r~ と名づ、けている。ま

た， )Jj( (1932) は同ーの病訴に刻して赤奨枯frJj ， 赤星病，現ij;lj病などのJf有名のあることた記してい

る。著者らはヲ バキの奨のこの病害に対して英名の Brown 1コ light あるいは Copper blight iJ， ら

褐色袈枯病を採用したいと思号。
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Guignardia Camelliae (COOKE) Bl:'l'LEll 

Syn. S�haerella Camelliae COOKE 

Laestadia Camelliae (COOlU:) BEl:L. et Vm;. 

Guignardia Camelliae (COOKE) BEl :f,. et VりG.

Laestadia Tlzeae RλcrJ:. 

Guignardia Theae (RλCTB.) BEI氏.\1:])

Colletotrichum Cm何elliae MλP8EE 

Colletotrichum Carveri Er.r.. et EY. 

Gloeosρori1lm Theae ZnDl. 

- 79 ー

ところで，上に述べたことがらと異なる分類学的見解を表明しているものに SllEAH & WOO]) (1913) 

がある。同氏らはチヤの奨に生じたノj、病斑上の病原菌を調べて Colletotrichum 菌とともに GlollU!l'ell a 

菌を見いだし， “ Colletotrichum Camelliae という南はリンプの Bitter rot の病原菌 Glomerella

cingulata (S~'o引っし) Sl七\lTLD. et v. SCI1!:.にほカ、ならず ， Laestadia Camelliae (COOKE) BEl:L. 

et VOG. はこの Synonym とすべきである"とした L かし， インドの菌学者らl土 ， Glome何lla cin. 

gulata は Colletctrichum Camelliae と近接Lて存在することはあるが，これは Guignardia Camelliae 

とは異なる慣であると L ， PETCH (1923) も同じ定見を才一与っており，わが国の目立 (1932) もまた "y直ち

に SlTEAU. ， Woon 両氏の見解に賛成はできなL 、"と述べている n

なお， Tr~i"'l'A r.r. 0.935) (土チヤの棄に寄生する ， Glomcrella cingulata と異なる苗として，新たに

Glomerella nwjor n. sp. を三己載している。

近年外国から発表された報告には， チヤの炭rn:病菌 Colletotrichum Camelliae を Glome問lla

cingulata と同一首として取り扱っている者が多く (S)IλLL 1926 , T1:::¥F.'l'ALL 1935 , A::\AXDλ& 

V l-:XKNJ',\I:,DL\Xr J.949 , GADD ].949 , etc.)，ぞたツバキおよびザザンクワの佼枯病あるいは胴枯病をお

こ寸菌として Glomerella cingulata をあげている人がある (B.\X'J'ER & PJ，λKrD.\f-' 1953, 1954)c 

著者ら叩~!~・千誕 1955) によってすでに滑J仇されたように ， Glo附erella cingulata とし、う菌名で報

告されている多くの論文をみると， SτOXE}仁店 (1898) の原→;じ款と形状，大さにカたりし、ちじるしい差が

あるものまでこれに含まれている。不安全附代 Colletotrichu!11 のみによって同定された;場合はしばらく

おくとして，完全時代ではいずれも，子主設に“ beê.~~ "の発達が良好で，なおこれに“ tuft cf ccarse 

brcwn hairs" を有して担的な Glomcrella 属の特L散を示しているのが普通であるごところで，若者らの

菌は“ beak" の与を宝は見られず Glomerella 炉、の特徴はなく，明らかに Guignardia 腐として取り扱

うべきである J

Glomerel!a cingulat:J. とよばれている菌はきわめて多犯性だとされているから，チヤあるいはツバキに

寄生することは充分ありうるが， L か L ，チヤある L 、はツバキの Colletotrichum 習のすべてが SI-!EAH

& WOOD (J犯のおよびその他の人々のいうように Glomereíla cingulata だとし、う意見には同意しがた

いー少なくとも著者らの菌は Glomerella cingulata と同定するのはし、ささか無王室で， Guignardia Camel!iae 

とするのがより妥当なものと考えられ， PE'rcH (1923) および原 (1932) の見解に賛意を表する c

なお，これらと近縁、でツバキの葉に寄生する菌として Physalosþora ja戸onica TOG.¥8HI (TOGAf'HI 

1926) があるが，これは子築設内に多数の側糸を有すること，および子雲，子嚢胞子の形状から著者らの

菌とは明らかに別種である c
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Text-fig. 3. Germinating conidia of 

the 旦nthracnose fungus of 

camellia fruits_ (C-r) 

(ツバキ果実炭痘病菌分生胞子の発芽)

生理的性質

病原菌の二・三!U~li'I 'j性質を調べた実験を次に述

べる 3 以下の実験に使用した菌株はすべて C-'l' で

ある!

1_ 分生胞子の発芽と経過時間

2% プドウ糖寒天を使用し， 25 C における尚治

時間と胞子の発芽の状況を調べた結呆を Table 18 

に示す。すなわち，本閣の分生胞子l工 25 C で 2~

H寺IWiíi'è過すれば発芽する。

発芽の状況は Text-fig_ 1, D t~ よぷ Text-fig_

3 に示すように，胞子は隔膜によって 2 胞になり，

一端あるいは両端から発芽管をj:\ し，また発芽後間

もなく付者百二 (appressorium) を形成することも

ある j

2_ 分生胞子の発芽と温度との関係

2~6 プドウ橋寒天を使用して斤った実験結果を示

せば Tables ]'9~20 のと対りである ただし， iHlJ 

定は 8 時間後に行ったもので，各温度，各固ともìIllJ

定JJ包子数は 300~500 個である。

Table 18_ 分生胞子の発芽と経過時間

Relation between germination of conidia of the fuロgus and incubation period. 

(C- '1', on 2% glucose agar, 250C). 

1 J[ ]][ 縦過 J.

時間 I-~:~ ~fu --=--f~~f_ V'V-:~:;-:";~~-I- v&  -f+.o ~ E1_f_'>7V :'~&kl~~~ I '̂" 
↑[1 1) 発芽率!;最大発芽管長!発芽率 最大発芽管長!発芽率 最大発芽管長
laPEed | G erm i n at i on l M a x . l e ng h l G e r m i n at i o n M ax . l e n g th i (G2 e町rrr立凶I
|血ge ! of germ-t凶ube I p占mロtage 0ぱf germ-t旬ub巴 i pErC tage 口f germ-北tub

(川 I p凹e 1&払ら%〕 | (作例μ吋) [ (%] (吋 (%) (似μ)
Experiment-l. 

2 。 。 。

A 2 10 2 5 2 6 

6 21 16 23 16 24 19 

B 49 54 58 74 61 54 

10 88 74 88 86 88 74 

Experiment-2. 

2 。 。 。

4 14 10 10 13 15 26 

6 74 45 77 42 76 38 

8 94 77 93 77 95 77 

10 99 140 98 163 99 141 
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Table 19. 分生胞子の発芽におよぽす温度の影響ー1.

Effect of temper耳切res on germination of conidia cf the fungus (C"r).ー1.

1 rr lli 
温度 l 一一一一一一一 i
Temp. 発芽率 最大発芽管長 1 発芽率 最大発芽管長|発芽率|最大発芽管長

Germination Max. length I Germinatioロ Max. length I Germination I Max. length 
(二 C) percentage I of germ.tube I p釘centage of g釘m.tube I percentage of germ-tube 

(9~) (μ) (~) - -(μ〉(%) (μ〉

6~8 0 ー o ー。

15 1 6 0.3 4 0 

18 11 19 10 16 8 16 

20 37 29 36 26 37 32 

22 39 22 48 35 47 38 

25 45 51 43 48 44 5 J 

28 54 51 54 70 55 77 

29 31 45 30 45 35 51 

36 0 0 一ー o 
41 0 ーー O ←ー l O 

Table 20. 分生胞子の発芽におよぼす温度の影響-2.

Effect of temperatures on germination of conidia of the fungus (C-'J')-2. 

I E lI[ 
温度

Temp.1 d発er 芽率最M大ax発.芽len管gt長h mination G発erm芽inati率on |l 最M大ax発.芽len管g長th G発erm芽inati率011 最M大ax発.1芽en管gt長h 

川 perce向e rfgem-t山
(~) (μ〕

perce%n)tageof ge(rμm〉-tube percentage of geIIII-tube 
(1') (%) (μ〉

8 。 。 。

14 5 22 7 13 5 16 

18 54 35 66 38 57 35 

20 74 54 78 54 )8 61 

22 85 115 82 96 82 70 

25 88 93 88 102 88 74 

28 96 115 98 163 98 134 

30 64 45 63 42 63 35 

36 。 。 。

41 。 。 。

Tables 19~20 から明らかなように，本菌の分生胞子の発芽は 25~280C を最JJBi温度とし， 36 0 C 以上

では発芽しなし、。まだ，この実験期間では 80 C 以下では発芽を認めなかったr

3. 分生胞子の発芽におよぼす水素イオン濃度の影響

Van Ti巴ghem cell 法により， 29& プドウ糖液を使用し，苛性ゾ{ダおよび塩酸の規定液で pH をき芸

えずこ r

25'C, 8 時間後に調べた結果の一部を示せば Table 21 のとおりで，すなわち，水素イオン濃度が分

生胞子の発芽におよぼす影響はし、ちじるしくなL 、 c

4. 各種寒天培養基上の菌叢の特徴

(1) 実験方法次の 10 種の寒宍培養基に本菌を培養して 25C C ìこ保ち，菌業の直径，気中菌糸の発育
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Table 21. 分到l包子の発茅におよぼす水素イオン vm!!:'の影響

Effect of H.ion concentrations on germination of conidia of the fungus (C.'r). 

〔25 つ C ， after 8 hours) 

1 rr JlI 

pH 発芽率|最大発芽管長 i 発芽率[最大発芽管長 l 発芽率 最大発芽管長
Germination Max. length Germination Max. length Germination Max. length 
percentage of germ.tube percentage' of germ.tube percentage of germ.tube 

(?i) (μ ) (9b) (μ) (%) (μ〉

2.2 

4.0 

5.8 

72 83 69 I 48 81 6 

1)3 i 

7.2 

8.2 

9.6 90 134 91 80 

程度および分生胞子の形成程度を調べた。

1) 馬鈴薯寒天・・・馬鈴薯 200g ， プドウ糖 20g， 蒸溜水 l ， OOOcc ， 寒天 20g

2) 斎藤氏哲治寒天・・・・タマネギ煎汁 100 cc ， 醤泊 50 cc ， 熊糖 50g， 蒸溜水 850 cc ， 寒天 20g

3) 2% プドウ糖~ごうで・・・・プ lごウ糖 20g， 蒸溜水 1 ， 000 cc ， 寒天 20g

4) プイオン寒天・・・・ペプトン J.Og， 肉エキス 10 g , NaCl 5 g， 蒸潟水 1 ， 000 cc ， 寒天 20g

5) RIOHAH.I沼氏冬、夫... .KNO, J.Og, KH,PO, 5g , MgSO，・ 7H，O 2.5g , 蕪糖 50g， 蒸溜水

1,000 cc ， 寒天 20g

6) CZAPEI王氏寒天・・・ MgSO，・7H，O 0.5g , K,HPO, 19, KCl 0.5g , NaNO， 2g，隈糖 30g ，

FeSO， O.Olg，蒸溜水 1 ， 000 cc ， 寒天 20g

7) 酵母加用 CZAPEK 氏寒天・・・・上に 2% イースト煎汁を加えて調製

8) WAKSMAN 氏寒天・・・・ブドウ糖 J.O g， ペプトン 5g , KH2PO , J. g , MgSO，・7H20 0.5g , 

蒸溜水 1 ， 000 cc ， 寒天 20g (pH 4.0 に補正〉

9) 酵母加用 WAKS^IAN 氏寒天.. 上に 2% 酵母Hü汁を加えて調製

10) ツバキ生業煎l汁寒天・・・ツバキ生奨 120g ， 蒸溜水 1.， 000 cc ， 線天20g

(2) 実験結果 7 日後の観察結果を摘記すれば Table 22 のとおりで，すなわち，菌援の発育は馬鈴

薯寒天，醤泊爆実， RICILHlD骨氏寒天などで良好， 2% ブドウ糖寒天， WAKs，rAN 氏寒天，ツバキ生奨

煎汁寒天では不良である υ また，分生JJ包子の形成は醤泊寒天および馬鈴薯寒天で比較的良好であった。

5. 菌糸の発育におよ lます温度の艶響

馬鈴薯寒天を使用し Petri 皿法によって菌糸の発育と温度との関係を試験したっ各温度 4 日後の菌叢の

直径(おのおの 5 個ずつ〉を示せば T司ble 23 のとおりである。

Table 23 から明らかなように， 250 C 付近を最適温度とし， 60 C 付近でも発育するが， 36 C 以上で

は発育が認められない。

6. 分生胞子の大さにおよ lます温度の影響

馬鈴薯寒天上の各温度において形成された木菌の分生胞子の大さを測定した結果は Table 24 のとお

りで，温度が高くなるにしたがって形成される胞子(特に長さ〕が小さくなる傾向が認められるつ
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Table 22. 各種培養基上における菌設の特徴

Macroscopic app田rances of mycelial colony of the fungus on various agar media (C-'r). 

培養基
Agar medium 

馬鈴薯寒天
Potato glucose agar 

醤泊寒天
SAT'fO'S 80y agar 

2% プドウ j際寒天
2% glucose agar 

プイオン寒天
Bouilloロ agar

RTCIIAH郎氏寒天
RXCIIArms' 801. agar 

CZAPEK 氏 寒ちで
CZA l'EK'旦 801. agar 

問手母力11m Cu引っ I王氏本ちだ
CZAPEK'S 801. plus yeast agar 

WAI王閉店氏寒天
羽TAK円}[λN'" 801. agar 

酵母加用 WAKSMl口氏寒天
WAI王将;lIAN'P 801. plus yeast agar・

(At 25"C, after 7 days.) 

菌室浸直径(平均〉
Averaged diam. of 
mycelial colony 

く開n)

69 

74 

42 

68 

66 

62 

64 

35 

51 

気中菌糸の発育程度
Degree of aerial 

mycelium 
production 

+++++ 

+++++ 

+ 

++ 

+++ 

ツパキ生装@汁冬天 37 
Camellia leaf decoct. agar + 

Table 23. 菌糸の発育におよぽす温度の影響

分生胞子形成程度
Degree of conidial 

production 

++ 

+++ 

+ 

+ 

十

+ 

Effect of temper旦ture3 on mycelial growth of the fungus (C-'l'). 

(Potato agar, after 4 days). 

温度
Temperature CC) 

[:'8 'Ì浸 lf'f 径(平均〕

6 8 

Averaged diam. of mycelial + + 
colony (mm) 

14 18 20 

16 28 36 

22 25 I 28 ! 36 41 

44 '51 16 

なお，鋳方 (1942) はカキの葉炭痘病菌 (Glomerella cingulata) において同じようなことを観察して

いる。

繰指および結言

ツバキ種実の名産地伊豆七島利島で，果実に発生して激害を与え， 1出量をいちじるしく減少させるもの

として炭庖病と Cercos戸ora 菌による疾病がある。本報は呆実の炭症病の，主として病原菌について調べ

た実験結果を述べたものであるが，本病は岩手県におし、ても大きな被害をおよぽL ていることが判明し，

また，神奈川県でも擢病果が採集された。ツバキの決'[[病に演する従来の研究はほとんど無く，特に果実
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Table 24. 分生胞子の大さにおよぽす温度の影枠

Dimension of conidia cf the fungus prcduced cn potato agar at various temperatures. 

温度
Temperature 

( C) 

14 

18 

20 

22 

25 

28 

(Isolate-C.T). 

長さ
Length (μ〉

;商問
Range 

13~35 

13~30 

13~29 

1O~24 

1O~26 

1O~27 

平均
Averaged 

21.1 

18.2 

17.5 

16.0 

15.7 

14.1 

についての報告は全く見出されない。

l 幅
l 竺一d批九th範問平均

Range Averagεd 

3~7 4.8 

3~7 5.1 

3~7 4.8 

3~7 5.1 

3~7 4.8 

3~7 5.1 

木菌は果実のよ巨:皮のみならず種子の中にも侵入しではなはだしくこれを位すため，主主熟不能になり，病

果はさイラ化して長く校上に留まる場合が多い}著者らは病来;実力、九分間ÉLtこ炭痘病菌の 3 菌株をそれぞ

れツバキの果実および奨に接種したところ，明らかに病原性を発揮して病斑を形成した2 果実がごく幼若

な時代には無傷の出分からも病原闘は侵入するようであるが，やや成熟したものでは傷痩部からだけしか

侵入しない戸成業では傷疲接種の場合にだけ病斑を形成して Brown blight の病微を呈L た。つぎに，

本国を分;劇学上 γ ペキと J4紋のサザンクワおよびチヤにも接種して，これらに対する病原性を確認した

本菌の不完全時代はチヤの実に Brown blight あるいは Ccpper blight (褐色奨枯病，赤葉枯病〉

をおこす菌として知られている ， Colletotrichum Camelliae MASSEI~ とほぼ一致する。 ところで，

Colletotri炒rn Camelliae の完全時代として Guignardia Cm押elliae {COOKE) BV'rLEH をあげる学者

と，これはリンプの Bitter rot をおこす菌として著名な Glornerella cingulata (S 'J'()~E)r.) S. et S. と

同一だとする人々があるご

著者らは接種前検によって完全時代を形成させて検討した結果，これを Glornerella 属とするのはし、さ

さか処理で ， Guig四ardia に漆認させるのが妥当である。もっとも ， Glomerella cingulata とし、う名称で

取り扱われている商に関する多くの報告をみると，これには原記載と比較して形態的にかなり大きな差の

あるものまで含まれている それで，この商の分類規準に対していささか疑義が1~jtこれ，また，はなはだ

多犯刊すごとされていることからみれば，これがツバキにも寄生することは充分にありうる。しかし，チヤ

あるいはツバキの炭lli病Yà.'Jをただちに Glomerella cingulata とする一派の人々には賛意を表しがたく，

少くとも著者らが取りあつかった，利島，岩手および神奈川の 3 菌はし、ずれも ， Guignardia Camelliae 

とすべきものと考えるに
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図版説明

(Explanation of plates) 

Plate 1. 

A. Anthracnose of camellia (Ca1河ellia ja�onica) fruits. (ツバキ果実の炭痘病) Xl 

h. . .. healthy (飽全果)

B. Anthracnose of camellia fruits by artificial inoculation. (:ft種試I後によって発病したツペ

キ果実の炭厄病) xl 

Unwounded inoculation (無傷接種〉

c.. . .Check (対照〉

C. Perfect stage formation of the anthracnose fungus (C-'I') on camellia fruits by artificial 

inoculation. (接種試験によってツメキの病某に形成された来l原留の完全時代) x 1 

D. Ditto, the fungus-C・1. (向上，供試菌 C-r) x 1 

E. Camellia fruits attacked by Cercosρora sp. (Cercos�ora sp. におかされた Y バキの病呆J

X4/5 

Plate 2. 

A. A凶lracnose of leaf of camellia seedling. (ツバキ実生首の実の炭痘病) X2 

B. Ditto. (同上) x 1 

C~D_ Anthracnose of camellia leaves collected in Toshima Island. (利島で採集されたツパ

キの葉の炭:匠病) x 1 

E. Anthracnose of shoot of camellia seedling. (ツバキ実生ti5幼柏、の炭痘病) xl 

d. . . . Diseased part (催病部〕

Plate 3. 

A. Young leaves of camellia inoculated with the fungus by petri dish method. (接種試験

によって発病したツバキのJ;]J若葉)

a , Unwounded inoculation (無傷接種)

b, Wounded inoculation (有傷接種〉

c , Burned-wound inoculation (焼傷接種〉

B~D. Anthracnose of camellia leaves by inoculation experiments. G'&種試験によって発病

したヅバキの葉の炭痘病) Xl 

B.... .C" .r, C.... , C'I, D.... .C.}<' 

Left. .・・ Burned wound inoculation (fJ~傷接種)

Right... .Wounded inoculation (有傷接種〕
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Plate 4. 

A. Perfect stage (Guignardia) of the fungus formed in leaf of camellia by natural 

infection in Toshima Island. (葉に形成された炭厄病菌の完全時代-Gttignardia一自然接種，

利島産) x310 

B. Perfect stage (Guignardia) of camellia.fruit anthracnose formed in leaf of cam巴llia

by artificial inoculation. (人工接種によってツバキの葉に形成された，果実から分間\1 した炭痘

病菌の完全時代-Guigluzrdia) X 310 

C. Ditto, Asci of Guigluzrdia. (同上，子袈) x560 

D. Cercos如何 sp. and its ぉcigerous stage (?) on diseased camellia fruit. (ツパキ病果上

に認められる Cercospora sp. とその完全時代(?)) x90 

c; Cercosjうora stage; p , Perfect stage ? of Cercosjうora sp. 

E. Cercosρora sp. on diseased camellia fruit. (ツバキ病果上に認められる Cercωρora sp.) 

x3JO 

F. Ascigerous stage (?) of Cercosρora sp. on diseased can1ellia fruit. (ツバキ病呆上に認め

られる Cercosρora sp. の完全時代?) x200 

Plate 5. 

A. Mycelial colonies of the fungus (C"J:) on v旦nous agar司media. (各種地益基上の菌叢〉

a , SAITO'f-¥ soy ag訂(醤油寒天) ; b , potato glucos巴 agar (馬鈴薯寒天) ; c , 

RlC印E日IA川t

-母方却加[日1)用'14 CZA川l'円Bゴ引叩1ιEI任K王氏寒天) ; e , bouillon a昭ga訂r (フプ'イヨン寒天); fιC臼ZA川l'吐官EKピ，呂 so1.

a碍ga訂r (C白ZAl'ゴ引叩Iι日4孔K王氏寒天); g , WAK出日川)1λ品五γ，、s so叶1. pμlu凶s y戸eaおst a唱ga訂r (酵母加}川目 WAK回巴m悶")1，口

氏寒夫) ; h , W AKS::IIAX'S so!. agar (WAKS)1AX 氏寒天) ; i, camellia leaves 

decoct. agar (ツバキ葉煎汁寒天) ; j , 2% glucose agar (2% ブドウ糖寒天)

B. Effect of temperatures on mycelial growth of the fungus. (菌糸の発育におよぽす温度の

影響〕

a , 6 コ C; b , 80C; c , 140C; d , 18"C; e , 20'C; f , 22'C; g , 250C; 

h, 280C; i , 360C; j , 41"C. 
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Anthracnose affecting the fruit of Camellia japonica L. 

Kazuo l'rð, Osamu CHTHA , Kaoru OXO and Yoshiyuki HOSAKA 

R駸um� 

According to the 司uthnrs' investigations, there have been two serious disease3 affecting 

the fruit of Camellia japonica in Toshima belonging to the Izu Islands, where the trees are 

widely cultivated for the oil from the seeds. The one is an anthracnose and the other, a 

cercosporisis (Plate 1 , A~E; Plate 4 , A~F). The present paper deals mainly with the 

former's causal orgaロism， and , as for the detailed account on the latter, another report will 

be published in the future. 

So far as the authors have been able to determine, there is no account concerning the 

occurrence of a口y anthracnose fungus on camellia fruit, but it was proved by cross inoculation 
experiments that the fungus parasitic on the fruit was the same as the one causing the 

brown blight of leaves. The fungus attacked not only Camellia jatうonica， but also C. 

sωanqua and Thea sinensis , and brought about the same symptoms to them (Plate 2, Plate 

3). 

The l11orphological characteristics of the fungus in the conidial stage coincide well 

with those of Colletotrichum Ca四elliae MAi'SEE known as the causal organism of brown 

blight or copper blight of t伺 plants (Text-fig. 1). 

For the ascigerous stage of C. Camelliac , the name Glome問IIα cingulatα(S'J' OXE}[') S. 

et S. has been generally used by European and American mycologists , while the name 

Guignardia Camelliae (COOI王E) BU'l'Lm" has been used by Indian and Japane北口1Ycologists.

Considered from the morphological ch呂racteristics in the ascigerous stage, the author3' 

fungus of camellia is to be considered a memb巴r of the genus Guignardia , but not 

Glomerella (Plate 4 , A~C; Text.fig. 2). 

Laboratory of Forest Pathology, 

Government Forest Experiment Station , 

孔1eguro ， Tokyo, Japan. 
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